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従来のコードレビュー支援ツール
▸変更影響分析 
• UNIX DIFF：変更（追加・削除）された行を表示 

- 変更の影響範囲はわからない 

問題点
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制御・データ依存関係情報から 
コード変更の影響をトレースできない



コード変更の影響分析
▸静的変更影響分析 
（SYNCIA：Syntax Change Impact Analysis） 
• ソースコードの変更に伴う動作への影響 

• UNIX DIFFを使用して変数とデータを識別 

• 制御依存関係は範囲内のすべての変数に対して計算
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コード変更の理解タスクを実行する開発者の 
パフォーマンスを向上できるかどうか調査



予備調査

‣ UNIX DIFF 
‣ SYNCIA：UNIX DIFFと制御，データ依存情報 

✓ ２通りでコードレビューを実施
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静的変更影響分析手法はUNIX DIFFと比べて 
改善できることはあるのか？



予備調査
▸学部生８名と企業開発者３名 

▸134個のNode.jsプロジェクトのランダムな１０個の
コミットを抽出 
• 正確に1つのファイルが変更 

• UNIX DIFFによって10～30行が挿入されたと判断 

▸使用するコミットをランダムに3つ選択
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レビュータスク
▸４種類タスクを含むレビュータスクを実施 
• スコープ，分岐条件，引数，関数呼び出し位置 

結果
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レビュータスク
▸４種類タスクを含むレビュータスクを実施 
• スコープ，分岐条件，引数，関数呼び出し位置 

結果
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UNIX DIFFと大きな差は見られなかった



考察
▸プログラムの振る舞いが変わらない変更 
• 変数名の変更，条件の記述の仕方
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考察
▸プログラムの動作が変わらない変更
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変更前 変更後

関数名の変更



考察
▸プログラムの動作が変わらない変更
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変更前 変更後

条件の変更 
関数呼び出し



考察
▸プログラムの動作が変わらない変更
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変更前 変更後

条件の変更 
関数呼び出し

プログラムの動作に影響を及ぼさない 
変更の抽出はコードレビューのノイズ



SEMCIA

▸UNIX DIFFではなくAST DIFFを使用 
• 依存関係の捉えやすさ 

▸プログラムの比較とインターリーブ 

▸構造差分を用いたインターリーブ 
• 自動化されており，高速
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インターリーブ
▸同じプログラムポイントごとに，動作時の値を収容

13元プログラム



誤検知防止のための新定義
▸関数呼び出しの変更
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誤検知防止のための新定義
▸分岐条件の変更
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誤検知防止のための新定義
▸値の変更
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誤検知防止のための新定義
▸変数の変更

17



SEMCIAの有用性評価のために

▸UNIX DIFFに比べ，AST DIFFは有効か 

▸SYNCIAに比べ，SEMCIAは有効か 

▸SEMCIAは開発者にとって有用か
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UNIX DIFF vs AST DIFF
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抽出されたコード量 
制御・データ依存関係が 

23% ～ 49% 減少



SYNCIA vs SEMCIA

20

抽出される依存関係は 
SYNCIAに比べて少ない

SYNCIA
SEMCIA



SYNCIA vs SEMCIA
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抽出される依存関係は 
SYNCIAに比べて少ない

SYNCIA
SEMCIA

不必要な情報が取り除かれたのでは？



ユーザスタディ
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従来の手法に比べ，ほとんどの項目で 
有意な差が見られた



まとめ
▸従来の変更影響分析の課題を調査 

▸課題解決のための新手法を提案 

▸従来の手法に比べ，有効性，有用性があった
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